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八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議

令和4年度の開催実績

資 料 １
第 1 回 会 議 資 料
令 和 5 年 4 月 2 0 日
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令和4年度会議開催実績

第1回：令和4年4月27日（水）14時～16時 場所：八戸市庁別館2階会議室C

※委嘱状交付

第2回：令和4年5月19日（木）10時～12時 場所：YSアリーナ多目的室

第3回：令和4年6月28日（火）14時～16時 場所：YSアリーナ多目的室

第4回：令和4年7月12日（火）14時～16時30分 場所：南部会館（まち歩き）

第5回：令和4年8月 8日（月）14時～16時30分 場所：美術館

第6回：令和4年8月29日（月）14時～16時30分 場所：はっち

※提言書提出
第7回：令和4年10月17日（月）9時～11時30分 場所：別館8階研修室

※各課との意見交換
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政策提言までの全体の流れ

ニーズ把握
(アンケート
調査等)

提言内容
の方向性
(テーマ・内
容)を議論

提言内容
の議論
(まち歩き)

提言書
とりまとめ・
提出

委員が考え
る女性や若
者にとって魅
力あるまちの
共有

【第１回】 【第2回】 【第3回】 【第4～5回】 【第6回】
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アンケート調査

○ 調査目的：若者の意識やテーマに関するニーズ調査を行い、調査結果を会議での議論

の参考として活用していただくために実施

○ 調査対象：市内に住所を有する18歳以上40歳未満の男女：1,000名

○ 抽出方法：住民基本台帳を基に地域別人口の割合を考慮して、無作為に抽出

○ 実施期間：令和4年6月4日(土)～6月20日(月) 17日間

○ 調査方法：アンケート調査票を送付し、原則WEBで回答（郵送も可）

○ 回収状況：WEB回答：291件、郵送回収：113件、 合計：404件
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凡例

令和4年：n=404

回答者の年齢
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令和4年度政策提言

令和4年度政策提言のテーマ 【わたしが育ち、わたしが育てる18年】

子が育つ18年間において、地元で様々な体験をし、地元のことがもっと好きになってもらうきっ
かけを作り、子を育てる18年間において、親に対する経済・子育て支援等を充実させることで、
それぞれの18年間の好循環により、若者や女性にとって魅力あるまちを形づくる。

政策の柱１

「わたしが育ち、わたしが育てる18年」のため、親には経済・子育て支援、子には体験支援

政策の柱２

「わたしが育ち、わたしが育てる18年」の知りたい情報、共感したい想いをデジタルで

政策の柱３

「わたしが育ち、わたしが育てる18年」にあわせて、中心街や街並みを再デザインする

政策の柱４

「わたしが育ち、わたしが育てる18年」を大切にする意識をみんなでつくる
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【子を育てる親の日常を、気分を変える】
【提言①】 ちゃんと伝わる ＃インパクトがある経済支援で、励まそう
【提言②】 市民全員で準備して＃子育て世代が助けを求めやすく しよう
【提言③】 地域ぐるみ、全世代ぐるみで、＃子育て世代に家を届けよう
【提言④】 ＃子どもと時間を過ごせる柔軟な働き方を実現しよう

【八戸らしい体験に満ちた18年で、八戸を心に刻んでもらう】
【提言➄】 ＃自然を生かしたアクティビティ で、子どもの心と体を育てよう
【提言⑥】 ＃圏域との交流イベント で、ディープな地元を感じてもらおう
【提言⑦】 日々の暮らしでは得られない＃たくさんの生き方・働き方に触れる体験を

【みんなが常に子育ての情報に触れている社会をつくる】
【提言⑧】 今日どこかに行けそうだと思うきっかけに、＃子育て情報一元化
【提言⑨】 みんな読んでいる ＃広報はちのへを子どもも読むメディアに

【スマホで自然に、心地よくデザインされた情報に触れる】
【提言⑩】 親子がスマホを持つ当たり前の時代、＃八戸市にデジタルで触れる体験を
【提言⑪】 デザインと編集のちからで＃八戸市に住むUXを設計しよう

提言内容

政策の柱１

政策の柱２
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【親子が集い、学ぶ場としての中心街へ】
【提言⑫】 教育機能・設備を集約し、＃親子で新しい何かを学ぶ中心街へ
【提言⑬】 気配や予感を漂わせて、＃「何かやってらよ」がある中心街を実現しよう
【提言⑭】 車で、子連れで、赤ちゃん連れで。＃親子がぶらりと行ける中心街

【家の外にいる、まちを行く市民を増やす】
【提言⑮】 歩道を直し、季節に打ち克ち、＃歩く、まち行く市民に市民権を
【提言⑯】 市民で賑わっているから、＃子ども一人で遊びに行かせられる公園になる

【市民みんなが、すべての世代が、子どもファーストになる】
【提言⑰】 忙しい親世代を助けたい！だから、＃祖父母の「孫かで」を促進しよう
【提言⑱】 組織・団体・企業を巻き込んで、＃子どもファーストを推進しよう

【地域・圏域での連帯】
【提言⑲】 デジタルで、イベントで、＃若者が自然と町内会に入る流れを実現しよう
【提言⑳】 圏域の人と経済をつなぎ、＃市民が圏域住民と関係する手助けを

政策の柱３

政策の柱４

提言内容


